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アトラクター (R=1.70,1.69Kn 図2-A)､TypeⅡ:スクリューアトラクター (R=1.63,
1.62kO図2-B)､TypeII:ダブルスクロールアトラクター(R=1.58,1.57kO図2-C)I

































図 2 リサー ジュ図 (Ⅹ軸 :v1 Y軸 :v 2)
A :リミッ トサイ クル B :ス ク リュー ア トラ クター
C､D :ダブルス クロー ル ア トラ ク ター
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図 3 R-1.70,1.69knの結 合 の 発 掘 波 形 (上 :Va 中 :Vb 下 :Va-Vb)
A:K-0.03 B:K-0.27 C:K-0.30 D:K-0,60





図4 R-1.63,1.62knの結合 の発振波 形 (上 :Va 中 :Vb 下 :Va-Vb)
A :K-O.03 B ･.K-0. 12 C;K-0.21 D ･.K-0.27
E :K-0.33 F :K-0.36
いずれ もⅩ軸 Om s～20nlS Y軸 -2V-2V
- 59 4 -
｢階層性と非線形ダイナミクス :現象論の視座｣
図5-C
図 5 1ミ-1･58,1･57Iく【tの結合の発振波 形 (上 :Va 中 :vb 下 :Va-Vb)
A :K-0.15 B:K-0.21 C:0.27
いずれ もⅩ軸 011S～2011S Y軸 -2V-2V
図6-C
図 6 R-1.48,1.47knの結合 の発撮波形 (上 :Va 中 :Vb 辛 :va-vb)
A :K-0,03 B:K-0.06 C:K-0.12

























CONTROLPAM TER R PLfl]
図7括創撒 KとCONTROL PAM ETER Rの相図
3､まとめ
2つの独立なカオス発振器を結合させカオス結合振動子を構成し､その電位差に注目しその
結合強度依存性を調べ結合係数KとコントロTルパラメタRに対する相図を由らかにした｡周
期状態どうしの結合は､カオス状態どうしの結合に比べ同期しにくい｡また､カオス状態どう
しの結合ではカオスが強いほど同期しにくく､弱いほど同期しやすい｡発振器の分岐点である
R-1.60kE2付近の結合では､引き込みが2回起こり複雑な構造をもっている｡Rの値に
かかわらずいずれの結合の場合も完全に同期状態にあるとき､それぞれの振動子は周期的発振
状態にある｡
ここで扱った結合カオス振動子系は豊かな動的性質を内在しており､さらに定量的な統計法
則や､オン-オフインターミッテンシー発生のメカニズムの解明のための研究が必要である｡
また多自由度系への拡張も容易であり現在この方面の研究も進行中である｡
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